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 黒松内低地断層帯は北海道西部に位置する南北方向の断層帯であり，新第三系から第四系にかけての堆積岩

が褶曲や逆断層により変形を受けている．この断層帯については，今までに変動地形学的観点から，断層崖や撓曲

崖，あるいは背斜状の高まりといった変位地形が高位面や中位面上に存在することが認められ，その上下変位量と

地形面の形成年代とから平均変位速度が明らかにされてきた．また，2003 年度に我々のグループが実施したトレ

ンチ調査により，断層帯中央部の蕨岱断層が完新世中頃（約 4,000 BC-3,000 BC の間）に活動したことが明らかに

された．しかし，将来における断層活動時期の長期評価に必要なもう一つの重要なパラメータである活動間隔に関

するデータがまだ得られていないため，2004 年度に同断層について追加調査を実施した． 

 

 トレンチは 2003 年度の調査地点から約 200m のところで，比高約 6m の断層崖を横切って西北西―東南東方向

に掘削された．隆起側では知来川層（更新世中期）の挟亜炭細砂が東へ 30 度前後で傾斜しており，この変形は断

層の上盤側での撓曲変形と解釈される．断層の低下側では，崖基部から約 2-5m 東側に礫層に覆われた複数の逆断

層が認められた．これらの断層は西方へ 40 度から 60 度で傾斜しており，知来川層にあたると思われる挟亜炭細砂

を明瞭に変位させている．最も東側に位置する断層は，知来川層を覆う礫層下部の礫を再配列させており，これら

の礫層堆積後に断層活動があったことは明らかである．さらに，下部の礫層に挟在する腐植質砂層が変形した後に，

中部の礫層に不整合に覆われ，その後に中部の礫層が変形したように観察される．したがって，下部の礫層が堆積

した後に 2 回の断層活動があったと解釈される．下部の礫層に挟在する腐植質砂層から採取された試料を炭素同位

体年代測定をした結果，5,720 BC-5,560 BC および 5,990 BC-5,540 BC の値が得られた．以上の結果から，約 6,000 

BC 以降に 2回の断層活動があり，活動間隔は 2003 年度の調査結果から推定された値よりも短くなる（4千-3 千年

程度）可能性がある． 

 


